
マークなしの直径9.5 mm以上の
作成片 (間質側にマーク、周辺接着
位置の「V」字型の切り込みなし)。

周辺接着位置を示すように
強膜縁に「V」字型の切り込み
を入れた直径9.5 mm以上の
作成片。

周辺接着位置を示すように
強膜縁に「V」字型の切り込みを
入れ、膜間質側に「S」マークを
入れた直径9.5 mm以上の作成片。

s

内皮側を上にした図
周辺間質の環状 (非移植片) 膜を
作成時点で除去。

周辺接着位置 
0.25～1.0mm

「V」字型の切り込みは、作成した膜の周辺接着位置を
示します。接着位置は、パンチした作成片の縁から
中心周辺に約0.25～1.0 mmに広がっています。
8.0の移植片では、外科医は膜を分離する必要が
ほとんどないか、全くありません。

紫色の「S」マークが付いた
膜間質側。術中に患者の眼
で移植片の方向を確認しや
すくなります。アイバンクで
「「S」マークを付けないよう
に、外科医が選択すること
もできます。

強膜縁

作成した移植片は9.5 mm以上のため、
9.25 mmまで、望みの直径に中央の
デスメ膜移植片をパンチすることが
できます。パンチ後に周辺作成材料が
使用されないため、触れられていない
良好な作成移植片材料が得られます。

事前切開したDMEK移植片の明細




